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宍
粟  
歴
史 

再
発
見

風
土
記
と宍粟 

①

〜 
第
2
回 

〜

　先日のさつきマラソンは、前日の雨も上がり時折晴れ間が見える中での開催となりました。前日までの天気予報で雨
だと半分諦めていたので撮影担当としても一安心。気温は少し低めでしたが、本格派ランナーからコスプレランナーまで、
皆さんの勇姿を無事カメラに収めることができ、大会も宍粟の春を彩る楽しく盛り上がった一日となりました。これも
ボランティアで運営や警備に携わってくださった皆さんのおかげです。ありがとうございました。
　さて、今年は例年にくらべ寒い日が続いているので、え は密かにパッチを愛用しています。さつきマラソンの日も防
寒に大活躍。寒いからと言い訳しつつ、年々着用期間は延びています。　　　　　　　　    　　　　　　　      　 え

編
集
後
記

山崎町鹿沢 81
宍粟市立図書館　  62-4620

古典を読む会
毎月第２金曜日 午前10：00～11：30

「源氏物語」と「平家物語」の世界
を講師による解説で楽しみます。
参加費無料（テキスト代は有料）次回開
催は６月14日、申し込みは図書館へ
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図書館へ
休館日

［開館時間］ 午前10時～午後5時30分

図書館カレンダー

自
然
と
親
し
む
は
じ
め
て
キ
ャ
ン
プ

日
帰
り
か
ら
ペ
ッ
ト
連
れ
、
テ
ン
ト
泊
ま
で
、

ビ
ギ
ナ
ー
で
も
安
心
！

著
者
/
J
T
B
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

動
物
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
総
合
対
策

最
新
の
動
物
行
動
学
に
基
づ
い
た

田
畑
・
地
域
を
守
る
鳥
獣
害
対
策

著
者
/
江
口  

裕
輔

おいでよ 今月の
オススメ

　
事
前
準
備
の
仕
方
や
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
等
の
基
本
情
報
か

ら
、
色
々
な
フ
ィ
ー
ル
ド
遊

び
、
野
外
料
理
の
作
り
方
ま

で
写
真
が
多
く
使
わ
れ
て
い

て
わ
か
り
や
す
い
一冊
で
す
。

　
野
生
動
物
の
習
性
と
被
害

を
防
ぐ
手
法
を
研
究
し
て
き
た

著
者
ら
が
、
従
来
の
対
策
の
問

題
点
を
指
摘
し
、
農
家
自
ら
の

手
で
出
来
る
新
た
な
対
策
を
詳

し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
『
古
事
記
』
編
さ
ん

１
３
０
０
年
で
あ
っ
た
が
、
平
成

25
年
は
和
銅
６
年
５
月
の
風
土
記

撰
進
の
下
命
か
ら
１
３
０
０
年
と

な
る
。

　

こ
の
命
令
を
受
け
て
諸
国
で
は

風
土
記
の
編
さ
ん
が
行
わ
れ
た
の

だ
ろ
う
が
、
今
日
ま
で
残
っ
て
い

る
の
は
、
わ
ず
か
に
常
陸
・
出
雲
・

播
磨
・
豊
後
・
肥
前
の
５
国
の
み
。

し
か
も
、
完
全
な
形
で
残
っ
て
い

る
の
は『
出
雲
国
風
土
記
』だ
け
で
、

『
播
磨
国
風
土
記
』
も
明
石
郡
や
赤

穂
郡
の
記
事
が
欠
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
風
土
記
に
よ
っ

て
、『
日
本
書
紀
』
や
『
続
日
本
紀
』

と
い
っ
た
正
史
で
は
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
な
い
郷
土
の
こ
と
が
手

に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
か
ら
、
大

変
貴
重
な
記
録
だ
と
い
え
る
。

　

さ
て
、
風
土
記
撰
進
に
際
し
要

求
さ
れ
た
の
は
、
①
郡
や
里
の
名
に

好
字
を
つ
け
る
こ
と 

②
郡
内
で
採

れ
る
鉱
物
や
植
物
・
草
木
・
鳥
獣
・

魚
虫
の
リ
ス
ト 

③
土
地
の
肥
沃
度 

④
山
川
原
野
の
地
名
の
由
来 

⑤
古

老
の
伝
承 

の
５
項
目
。

　

こ
れ
ら
５
項
目
は
、『
播
磨
国
風

土
記
』
に
は
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
①
地
名
に
好●

●字
を
つ
け
よ

と
い
う
好
字
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。
ヒ
ン
ト
は
飾
磨
郡
安あ

さ
ご相
里

条
の
「
字
を
改
め
て
二
字
に
注し

る

す
」

で
は
な
い
か
。
揖
保
郡
香か

ぐ
や
ま山
里
は
本

の
名
の
鹿か

ぐ

は

か

来
墓
を
２
字
に
改
め
、
墓●

字
は
避
け
て
い
る
。
ま
た
飾
磨
郡
伊

和
里
の
本
の
名
は
伊
和
部
。
こ
こ
で

も
２
字
名
に
改
め
ら
れ
て
い
る
か

ら
、
安
相
里
条
は
こ
う
い
っ
た
こ
と

を
い
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

で
は
宍
粟
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

『
播
磨
国
風
土
記
』
で
は
し●

●
●
そ
う
の

漢
字
表
記
は
宍●

●禾
だ
が
、
一
例
な

が
ら
飾
磨
郡
伊
和
里
条
に
積

と

あ
る
。
木
簡
に
は
宍
粟
・
宍
禾
・

積

の
表
記
が
あ
る
か
ら
、
風
土

記
に
は
宍●

●禾
が
好
字
と
し
て
採
用

さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

  

次
に
②
の
郡
内
で
採
れ
る
品
目

の
リ
ス
ト
だ
が
、
宍
禾
郡
で
は
柏
・

菅
・
檜
・
杉
・
栗
・
檀
・
黄
蓮
・

黒
葛
・
ワ
サ
ビ
・
鉄
・
狼
・
熊
等

が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
柏
野

里
敷
草
村
と
御
方
里
金
内
川
に
は

「
鉄ま

が
ね

を
生い

だ

す
」
と
あ
る
が
、
製
鉄
遺

跡
が
多
く
残
っ
て
い
る
波
賀
町
、

風
土
記
の
地
名
で
い
う
と
閏
賀
里

波
加
村
に
は
そ
の
よ
う
な
記
事
は

な
い
。
当
時
も
砂
鉄
は
採
れ
た
で

あ
ろ
う
か
ら
、
な
ぜ
記
録
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
疑
問
で
は
あ
る
。

　

続
い
て
③
の
土
地
の
肥
沃
度
で
あ

る
。『
播
磨
国
風
土
記
』
で
は
こ
れ

を
９
等
級
に
格
付
け
し
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
事
例
は
他
の
国
の
風
土
記

に
は
み
え
ず
、
当
国
の
特
徴
と
い
え

る
。
播
磨
に
は
よ
ほ
ど
農
政
に
精
通

し
た
官
人
が
い
た
の
だ
ろ
う
。な
お
、

宍
禾
郡
の
７
里
は
４
等
級
か
ら
９

等
級
に
格
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
紙
数
が
尽
き
た

の
で
続
き
は
次
回
。

宍
粟
市
歴
史
資
料
館   

垣
内 

　
章

▲三条西家本『播磨国風土記』
　(古典保存会 )
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